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注 意 事 項 

 

1. 受験番号と氏名を解答冊子の表紙の指定の場所に記入しなさい。 

指定の場所以外に記入してある場合は、全答案を無効とします。 

2. 解答は所定の解答欄に横書きで記述しなさい。 

3. この問題冊子の最後には下書き用紙がついています。 

下書き用紙を冊子から切り離して使っても構いません。 

4. 提出するのは解答冊子だけです。問題冊子と下書き用紙は持ち帰ってください。 
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次の文章を読んで、以下の問いに答えなさい。 

 

プリントした写真からは、音が、声が伝わってこない。振ったときのぺらぺら、丸めたときの

くしゃくしゃという音で、ときにざわめくだけである。写されたものに触れようにも、つるつる

の紙の表面でしかない。そしてそれじたい、まぎれもない物質として、やがて色褪せてゆく、ひ

び割れてゆく……。 

 まぎれもない物質でありながら、そこに「映る」実体のない幽霊のような〈像〉としての存在

に、19 世紀、はじめて写真を手にした人たちは仰天したはずである。はずである、というのは、

写真の経験が現在のわたしたちにあまりに深く浸潤していて、写真の経験を知らずにいた「主

体」の感覚をもはや再生しようがないからである。  

 見えているのに音がともなわない光景、それは真空の世界である。撮られた世界、そこに音が

不在であることでいったい何が断ち切られるのか。  

 離人症という困難が、外界の風景が写真のように見えるという経験によって語られることがあ

る。写真の存在がそういう、現実性喪失の象徴のように語られるのは、そこに現実性を支えるさ

まざまな感覚の交差路が毀損されているからである。リアルの係数が壊れていると感じられるか

らである。 

 感覚の交差が封じられたとき、どんなことが起こるのか。一つの身近な例をあげてみよう。卓

上電話を受けたとき、人はなんとなく手持ちぶさたになって、手元のメモ用紙に意味のないいた

ずら書きをはじめる。意味のない単純な図形であることが多いようだが、長電話になるとそれが

やがてどんどん増殖してゆく。筆圧もだんだん強くなり、最後は用紙一面変な図で埋まる……。 

 電話しているときは聴覚神経が研ぎ澄まされる。このようにある限られた感覚だけが急激に加

熱されると、他の諸感覚が相対的に冷却された分を埋め合わせるかのようにもぞもぞ蠢
うごめ

きだす。

感覚刺激のあいだの不均衡が強烈ではなはだしいと、一種の麻痺状態に陥った感覚が、それまで

の平衡状態をなんとか回復しようとして、ある種の埋め合わせを対抗的におこないはじめる。そ

れがさきほどの描図であろう。その埋め合わせが勢いあまって、幻覚を形成することもあるとい

う。 

 このことが、写真をじっと見ているときにも起こっている。音の不在が、聴覚の急激な加熱を

招き寄せるというようなことが。しかも、カラー写真とくらべ感覚情報がより絞り込まれたモノ

クロ写真のほうが、音の喚
よ

び込みは、逆比例していっそう強まるようにおもう。 

 それにしてもそこに喚び込まれるのはどういう音なのだろう。そこにある顔の画像を見て、ふ

とその人の声が音ならぬ音で甦るということもあるだろう。「わたしを聴いてください、わたしに

ふれてください」というような。あるいは、懐かしい公園の写真を見て、枝のそよぎ、鳥のさえ

ずりの音が甦ってくることがあるかもしれない。けれどもふつうは、そんな人や物の声音が画像

を裏打ちするかのように響いてくるということはあまり起こらない。幻聴が、欠損した音の、聴

覚による過剰な埋め合わせによるとすれば、ここで起こっているのはむしろ埋め合わせの過少、

あるいは兆しといったものである。おそらく。主体の散乱？ あるいは、「綜合」が解除されてば

らばらに散乱した感覚が交差路を索
もと

めてうろうろしている状態と言ってもいいだろうか。 

 2009 年に亡くなった哲学者の坂部恵さんは、晩年、「失読症」を患われていた。じぶんがいま
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さっき書いた文字も読めないので、当然書くこともできなくなる。ありふれた動詞を取り違える、

時間のスケールが狂う、音楽を聴いても和声が壊れる……。そんな症状について語られたあと、

この症状はじつはもっと大きな欠損を埋めるためにこそ生じているのかもしれないとつぶやかれ

た。「もっと大きな欠損を埋めるために」？ 写真という存在も、おなじように、より深い音次元

を取り戻すための感覚削除としてあると、坂部さんのこの話から考えてみたくなる。 

 感覚の「綜合」が機械によってすでに演出されている動画映像においても、じつは見えている

ものそのものが音を立てているわけではない。横のスピーカーから音が画像に同調するかたちで

再生されているだけである。それがまるで現実の光景であるかのように感じられるのは、音源が

映像に近接しているから、音響システムが異なる感覚媒体を統合しているからにほかならない。

だからそこにはいつも、現実の光景で
、
あるかのような
、、、、、、、

感覚の余剰（「余情」と書くべきか）が残る。

それはわたし自身の音響的な皮膚においてざわめいているのではない。 

 たわむれに視覚と聴覚の媒体をたがいに遠ざけたとき、まるで文楽のような空間が現われる。

文楽では、義太夫の、喉というよりも臓腑のあいだをぬって絞りだされてくる声、その声を、そ

の横で破き、つんざく撥
バチ

の音、そして舞台中央の人形の所作
し ょ さ

、さらにそれを操る人形遣いの人た

ちの動き、それらがばらばらの所から湧きたっている。人形が振る舞うその場所から離れたとこ

ろでその呻きが、その忍び泣きが、聞こえる。呻く主体、忍び泣く主体の、その身体があるのと

は違う場所から声が立ってくる……。これは近代演劇では考えられない設
しつら

えである。 

 その設えのなかで、わたしはある日、吉田簑助さんの舞台を至近距離で見たことがある。至近

距離なのに、息づかいがほとんど伝わってこない。観客の囁きや衣擦
き ぬ ず

れの音はざわざわ耳に入っ

てくるのに、簑助さんという主遣いと人形、そして左手遣い、足遣いの方とがこぞって動かれる

あたりは、無音の空間をなしていた。それはちょうど、写真を見ているときに音がそこから消え、

写真のあるその場所が真空になったような感覚だった。 

 もう千回以上も演じたはずの「曾根崎心中」。あるときその天神森の段で、簑助さんがお初の人

形を遣いながらぽろぽろと涙を流したという話を聞いたことがある。それは簑助さんの涙という

より、あるいは人形の代わりというより、浄瑠璃によって編みなおされた空間そのものが流す涙

だったのではないかとおもう。だれの感情でもない、空間そのものがちりちり痛んでいるのだ、

と。そこには、操る人、謡う人、観る人がともにいる空間に、一つの琴線が張られているような

感覚が溶け込んでいた。まるで空間そのものがある〈情〉に打ち震えているかのような……。 

 義太夫の声に代わるもの、人形遣いの涙にあたるもの、はたしてそのようなものが写真にある

のだろうか。 

 ミケル・デュフレンヌは、言葉は〈意味〉と〈声〉の回転扉のようなもので、 text(意味)と

texture（肌理
き め

）からなると述べる。言葉にふれて、〈意味〉をつかみ、〈声〉を聴く。だからたと

えば人の話を聴くときには、話を聴きそびれることがあるように、声の肌理を聴きそびれること

がある。「きちんと聴いてくれない」とこぼすとき、人はかならずしもじぶんの言いたいことが理

解してもらえないという意味で言っているとはかぎらないのだ。 

 だからこそ、患者とおしゃべりするばかりで、解釈をあえてしないという治療法があるのだろ

う。言葉の〈意味〉ではなくて、それを解除し、声の肌理をすりあわせ、撫であうような会話で

ある。ふとここで、幼い恋人たちがたがいの皮膚を突きあい、押しつけあい、撫であう、あのい
、
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ちゃつき
、、、、

のような遊戯を思い出す。〈意味〉の外へ？ 〈意味〉の前へ？ 

 ディディエ・アンジューは、胎児にとって母胎は、声の雨に、あるいは血流の轟音に、母体の

中のさまざまな反響や共鳴に満ちあふれた空間であるという。人は鏡像によってじぶんの可視的

な姿を知るよりもはるかに古く、じぶんを反射させる鏡としての「音響的皮膚」をもっているの

だという。そしてこの「音響的皮膚」に欠損が生じると、のちにその上に重ね合わされてゆくは

ずの、視覚空間、触覚空間、運動空間、書記的空間など一連の空間の発達に障害が出てくる、と。  

 

メルロ＝ポンティにならって〈肉〉とでも呼びたいこの始源的な「音響的皮膚」は、声が拠って

出てくる場所であるともいえる。音の不在によってわたしたちが誘引されてゆくのは、まさにそ

ういう場所なのではないか。それは、わたしたちがそれによって在るかぎり、わたしたちが知ら

ないわたし自身の「皮膚」なのであり、だからこそ過小な幻聴とでもいうべき気配として、間接

にしか聞こえないものなのであろう。写真という媒体を手がかりとして。  

 義太夫の声はもちろんテクストの声ではある。だからそこにはリズムや抑揚、つまりは節があ

る。けれどもそれは、〈声〉、つまりからだが立てる音でもある。そして、義太夫において、謡う

ことより先に、歌うこと、それが言い過ぎなら呻くことがあったのではないかとおもうのだ。

〈絵〉、つまり洞窟に人類が最初に刻んだ疵とおなじく、〈歌〉もまた、まずは、ふつうそう考え

られているように、他者に宛てられたメッセージではなかったのではないか、と。  

 言葉は、じぶんと同位の者たちにではなく、まずはじぶんたちを超えたものに捧げられた。じ

ぶんたちの思いどおりにならない超越的な存在、それに憑かれ、それに弄ばれている人びとが、

身もだえし、喉元を震わせつつ立てる音、それが元始の言葉ではなかったのかとおもうのである。

祝詞
の り と

もその一つ、言
こと

寿
ほ

ぐこととして、あるいは神への祈願、感謝、称賛として歌いだされたはず

である。そのようなわたしたちのなかの言葉よりも古い〈声〉、が、いまだ言葉へと結晶しない

〈声〉、それらが反響する空間へと、写真を見るときわたしたちはふと誘われているのではないか

とおもうのである。 

 

（鷲田清一著 『生きながらえる術』より抜粋、一部改変） 
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問 1 下線部「話を聴きそびれることがあるように、声の肌理を聴きそびれることがある」とある

が、これはどのようなことを述べているのか、具体的に説明しなさい。 

 

問 2 写真に音や声が存在しないことはどのような効果をもたらすのか、著者の考えを述べなさい。

(300 字以内） 

 

問 3 言葉で伝えるということの意味について、著者の考えを汲み取った上であなたの考えを述べ

なさい。（600 字以内） 


